
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

技術資料等の入手に関するお問い合わせ先 

技術資料等の入手を希望される方は、 

下記までお問い合わせください。 

 

■関連技術資料：審査証明報告書、 

技術資料、カタログ、施工実績表 

エポコラム協会 本部 
TEL；092-412-0263 FAX；092-412-4889 

e-mail；LEL05505@nifty.ne.jp 

http://homepage3.nifty.com/epocolumn/

 
施施施工工工実実実例例例   

目的；円弧すべり対策 

発注；国土交通省岡山国道事務所

径 ；φ2,200，φ2,000 

本数；1,059 本 

・既存のパックドレーンを引きちぎり

ながら、大口径を施工しました。 

また、ラップ施工により、コラムの

剛性を高め、土圧を抵抗させてお

ります。 

目的；建築物基礎 

発注；民間 

径 ；φ2500，φ2,000，φ1,500 

本数；1,517 本 

・従来工法で、5,000 本程度を大幅

に削減し、コスト・工期の短縮を実

現しました。 

その他、擁壁基礎・護岸基礎・液状化対策・側方変位対策・山留壁・止水壁・橋台，橋脚基礎・タンク基

礎・地中切梁等の用途があります。 

目的；建築物基礎 

発注；民間 

径 ；φ2500，φ2,000，φ1,500 

本数；3,030 本 

・従来工法で、8,600 本程度を大幅

に削減し、コスト・工期の短縮を実

現しました。 

 (右側写真)7.50m の自立土留壁 

目的；盛土沈下対策 

発注；国土交通省千葉国道事務所 

径 ；φ2,500 

本数；240 本 

・φ2,500 の大口径により、大幅な工

期短縮効果で採用されました。 



 
 
エポコラム工法は、異方向に回転する外翼（A）･芯翼(C)と中翼(B)・削孔ヘッド(D)とが交差して、スラリーと土壌とを三

次元的に練り混ぜ良好な攪拌混合を行う地盤改良工法です。 

エポコラム-Loto 工法は、中翼の通過軌跡となる練り込み作用部に強制的にスラリーを吐出することで瞬時にコラム全

域に均一なスラリーの注入拡散を行うことができ、攪拌効率が飛躍的に高められ、硬質地盤での施工や高品質な大口

径コラム(φ2,500)の築造が可能となり、従来工法（φ1,000×2 軸，φ1,600）に対してコスト縮減、工期の短縮が実現し

ました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

エポコラム翼の姿図及び作動図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エポコラム工法・エポコラム-Loto 工法 施工方法 

 

 

 

エポコラムは、数ある深層混合処理工法の中で、 

唯一、低速回転・高トルク型練り込み撹拌工法として、 

位置付けられ、硬質地盤への対応や低変位施工 

大口径施工が可能となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

エポコラムの撹拌形態は、三次元的相対撹拌を行い、良好な撹拌性能を有します。 

コア強度の変動係数は、（従来工法；30～40％⇔エポコラム；20％程度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    エポコラムの撹拌翼は、剛性の高い撹拌翼形状と高トルク型の回転駆動機により、従来工法では、不可能な地

盤での地盤改良施工が可能となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大口径(φ2500)コラム築造施工により、従来工法（φ1,000×2 軸，φ1,600）と比較して、大幅なコスト縮減

（33.4％）と工期の短縮（53.7％）が可能となります。 
 
 
 

 
 
 
 
 

エエエポポポコココラララムムム工工工法法法・・・エエエポポポコココラララムムム---LLLoootttooo 工工工法法法   

施施施工工工方方方法法法   

工工工法法法ののの位位位置置置付付付けけけ   

エポコラム-Loto工法
大口径化(φ1,800以上)

硬質地盤対応

低変位

工工工法法法ののの特特特徴徴徴 撹撹撹拌拌拌性性性能能能 
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硬硬硬質質質地地地盤盤盤施施施工工工 
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※）軟弱地盤を対象 

※）施工長 L=12.0m 

※）材料費含まず 

硬質地盤用撹拌翼(φ1,600) 

300

3
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

5
0

エポコラム撹拌翼 

300

1
0
0

1
0
0

1
0
0

3
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

5
0

従来工法撹拌翼 

撹拌による撒き出し 

色砂撹拌性能試験結果 




